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結婚披露宴におけるスタイルの変化と 
今後の動向に関する考察
Consideration about the change of the style and the future trend  


















































































































































































































































































表 1 　結婚式場業 新型コロナウィルス感染拡大防止ガイドライン抜粋
（１）披露宴の参加人数についての考察
このガイドラインの中で最も目を引くのはやはり「十分な間隔」という言葉である。「 1 ｍ

















































宴で 8 組～ 10組程度の余興がある披露宴も存在していた。さらに、余興があまりにも多い時
には新郎新婦の中座中に、新郎新婦が見ていない中で余興をしなければならないということも
あり得たのである。近年では以前と比べれば余興の数は減少している。理由としては新郎新婦
が招待客の皆に感謝を直接伝えられるような時間を設けたいというのが大きな原因であろう。
以上の理由から昨今の披露宴では目いっぱいに余興を入れるのではなく、ゆとりを持った余興
の設定を行っていた披露宴が多かった。しかしながら、このコロナ禍の現状において、複数人
での余興は避ける、大声での余興も避ける、マイクの使いまわしは避けるとなるとさらに余興
が減少するのではないかと推察される。以前のようなカラオケを中心とした余興や複数人での
演奏などは今後、特に減少するものと考えられる。ウエディング担当者の話によれば、やはり
現在では余興がかなり少なくなっているとのことである。この流れは今後も当面の間は継続し
ていくものと推察され、その後も余興を多数行うような披露宴は当分の間、増加してくること
はないのではないかと考える。余興よりも招待客と触れ合う時間を取りたいというのがニュー
ノーマル時代の新郎新婦の考え方になってくるであろうと推察する。
（３）AI技術を取り入れた披露宴についての考察
齊藤（2019）では主にLINEを中心としたSNSでの「オンラインウエディング」について
考察していた。このコロナ禍の現在においては、まさしく「オンラインウエディング」の推進
が注目されており、実際に披露宴で導入された事例もあったようである。しかしながら、全体
的にオンラインのみのウエディングを行った場合には、あまり評判がよくないという話も聞
く。ブライダル産業新聞の調査によればオンラインウエディングに参列したいかという問いに
対し、「参列したい」が28.3％、「参列したくない」が38.3％と、「参列したくない」が10ポイ
ントも上回っているのである。新型コロナウィルスが拡大しつつあり、外出することがなかな
かままならない状況の中でも、オンラインウエディングに対し「参加したくない」という層が
多いという事は、今後もオンラインウエディングを肯定する意見は余り増えていかないのでは
ないかと推察される。さらにはオンラインウエディングを経験した新郎新婦に至っても、「少
しでも多くの人にリアルで会いたかった」という意見が出ていることも考慮すると、「オンラ
インウエディング」というよりは今後はリアルな出席とオンラインが混在する「ハイブリット
型」のウエディングが伸びてくるのではないかと推察される。披露宴の場に来てもらえる招待
客は来ていただいたうえでリアルな披露宴に参加してもらい、遠方や高齢の招待客で、披露宴
会場まで来るのが難しい招待客にはオンラインでの参加という、リアルとオンライン両方を取
り入れた「ハイブリット型」が主流になってくるのではないかと考える。筆者も以前、海外の
お客様による披露宴の余興を同時中継したことがあったが、当時はSkypeなどしか一般に認知
されている中継システムがなく大変苦労した記憶がある。コロナ禍の現在においては多くの人
がLINE、Zoom、GoogleMeetなど同時双方向中継のアプリに触れる機会が増えている。同時
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中継が当たり前のようになった今、披露宴においても大きな支障もなく、ますます導入されて
いくものであると推察される。
ただし、オンラインでのウエディング中継については考慮しなければならない課題がある。
そのうちの最も大きなものは「音楽著作権」についての対応である。会場で音楽を流す場合に
は明確なルールがあり、それに対する料金設定も定められているが、音楽を映像に乗せて中継
してしまうと別途、著作権の対象となりうるのである。この部分は業界全体で検討しルールを
明確にすべき部分であるが、今後、スムーズにルール化ができることを期待いたしたい。
また、オンラインウエディングの一般化に伴い、その他のAI技術を導入したウエディング
についても今後大きく伸びが期待されるのではないかと推察する。これは余興の部分にもおお
いに関連する事象であるが、披露宴分野におけるVR（仮想現実）、AR（拡張現実）の導入に
関しては今後ますます推進されていくであろうと考える。VRについては披露宴会場内におい
ても使用用途はあるであろうが、披露宴に参加できない招待客が遠方などでVR技術により披
露宴に参加しているように感じることができるのではないかと考える。また、ARについては
「ポケモンGO」などに代表されるシステムで、もともといない人がその場にいるように見せ
ることができるという利点があるので、今後、集合写真などの場面や余興の場面などにおいて
活用される場面が増加していくであろうと予想できる。
Ⅳ．まとめ
今回の研究を通して、近代の披露宴におけるトレンドが変化する際には、災害をはじめとし
た様々な事象を経験したうえで、変化していったと感じた。関東大震災の際に日比谷大神宮が
焼失したことによるホテルウエディングの隆盛やバブル崩壊後の「ジミ婚」、また、東日本大
震災後の「アットハート婚」など様々な披露宴スタイルがその時代時代で確立されていった。
前述した通り、東日本大震災の後には婚姻組数が増加した。今回のコロナ禍の中においても、
ブライダル業界の中で、結婚紹介所などのいわゆるマッチング関連の業種が好調であると聞
く。このような有事の後で結婚の良さを再認識し、結婚に向けて行動に移している男女が増え
ているということがわかる。少子高齢化時代を迎え、婚姻組数は年々減少していく事が予測さ
れている。今後、そのような男女が一組でも多く、自分たちが希望するスタイルで披露宴を行
ってもらえるようになることを願っている。
コロナ禍の現状においても、新郎新婦だけでなく会場担当者をはじめとしたウエディング業
界関係者も新たなウエディングスタイルについて模索している最中であると考えられる。ブラ
イダル産業新聞にも新たな結婚式のスタイルとして、「2020年、2021年の 2 回に分けて披露
宴を開催」「慣れ親しんだ実家・おうち結婚式」「ゲスト参加型フォトウエディング」「ホテル
丸ごと貸し切りウエディング」など披露宴に限ったことでなく、様々なウエディングスタイル
が提案されていた。今回のコロナ禍を乗り越えた先にある「ニューノーマル時代スタイル」が
新たなウエディングスタイルとして、今後確立されていくのではないかと推察する。
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最後に、このコロナ禍を乗り越え、新郎新婦が心からよかったと思えるような披露宴スタイ
ルが確立されることを切に願っている。今後も披露宴のスタイルを注意深く研究しつつ、これ
からのウエディング業界全体がどのように変貌を遂げていくのかについても注視していきた
い。
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